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スーパーファインケミカルを基軸とする               
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銅、ニッケル、パラジウム、ロジウム等の遷移金属元素は複数の原子価をとり、ま

た多くの有機化合物と錯体を形成し多様な反応性を示します。このため適切な条件で

酸化・還元サイクルを維持させることで触媒反応が成立し、有機合成においてきわめ

て有用です。クミアイ化学では金属錯体を触媒として利用する製造プロセスの研究を

積極的に進め、クロルトルエンより各種の中間体を開発してきました。近年はカップ

リング反応、CO挿入、あるいは脱 CO反応等幅広く研究を進め各種医農薬中間体、機

能性材料その他多様なニーズに答え、さらには環境負荷の少ないクリーンなプロセス

をめざし新技術へのチャレンジを進めています。 
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高分子、機能性材料用途；

医農薬中間体； O
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